
  

 

 

 前 講 の 初 級 編 で は ， 技 術 文 章 作 成 に お い

て 最 低 限 厳 守 す べ き 執 筆 ル ー ル を 概 説 し た ．

本 講 の 中 級 編 で は ， 学 術 論 ⽂ と し て の 体 裁

を さ ら に 整 え る た め の 執 筆 法 す な わ ち 中 級

ル ー ル を 学 習 し よ う ．  

  

１．文章作成の中級ルール 
【 中 級 ル ー ル １ 】  

 接 続 詞 は 原 則 ， 平 仮 名 で 表 記 す る ．  

 大 多 数 の 新 聞 は 接 続 詞 を 平 仮 名 で 表 記 し

て い る ． 学 会 の 執 筆 要 綱 に は ， こ の ル ー ル

は 明 記 さ れ て い な い け れ ど ，接 続 詞 は 原 則 ，

平 仮 名 で の 表 記 を 本 講 で は 推 奨 す る ．  

 そ の 理 由 は ， 図 １ で 接 続 詞 を 漢 字 表 記 す

る と ，平 仮 名 表 記 に 比 べ て ，難 読 文 章 と な っ

て し ま う こ と か ら ， 一 目 瞭 然 だ ろ う ．  

【 中 級 ル ー ル ２ 】  

 常 用 漢 字 以 外 の 漢 字 （ ＝ 表 外 字 ） は ， 学

術 論 ⽂ で は 使 ⽤ で き な い ．  

 学 会 の 執 筆 要 綱 に よ っ て ， 技 術 文 章 で 使

用 で き る 漢 字 は 常 用 漢 字 に 限 定 さ れ る た め ，

一 般 的 に は ， 常 用 漢 字 以 外 の 漢 字 す な わ ち

「 表 外 字 」 は 表 記 で き な い ．  

 す る と ， 図 ２ の 初 ⼼ 者 が 不 平 を 漏 ら し て

い る よ う に ， 技 術 文 章 中 の 漢 字 は 常 用 漢 字

な の か ， 表 外 字 な の か を 執 筆 者 は 即 座 に は

判 別 で き な い と い う 問 題 が 発 生 す る ．  

 20 年 前 だ と ，技 術 文 章 中 の 漢 字 が 常 用 漢

字 か ど う か は ，辞 書 で 1 つ ず つ 確 認 す る し

か な か っ た ．  

 と こ ろ が ， 現 在 で は ほ と ん ど の ワ ー プ ロ

ソ フ ト に 表 外 字 を 自 動 的 に 識 別 す る 文 章 校

正 機 能 が 搭 載 さ れ て い る ．こ れ に 関 し て は ，

の ち ほ ど 詳 細 に 解 説 し よ う ．  
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図 ２  常 用 漢 字  

図 １  接 続 詞 の 表 記 ル ー ル  

つ か も と ・ し ん や  1983 年 京 都 ⼤ 学 ⼤ 学 院
工 学 研 究 科 精 密 工 学 専 攻 博 ⼠ 課 程 修 了 ，工 学
博 士 （ 京 都 大 学 ）． 現 職 は 岡 山 大 学 大 学 院 自
然 科 学 研 究 科 教 授 ．  

【 中 級 ル ー ル ３ 】  

 表 外 字 を あ え て 表 記 す る と き は ， ル ビ を

振 る か ， 括 弧 書 き に せ よ ．  

 実 際 問 題 ，表 外 字 を 1 文 字 も 表 記 せ ず に

技 術 文 章 を 執 筆 す る の は ， 実 現 不 可 能 だ ろ

う ． そ こ で ， 図 ３ の よ う に ， 表 外 字 を 表 記

せ ざ る を 得 な い と き は ， ル ビ を 振 る か ， 括

弧 書 き に す べ き で あ る ．  

 た だ し ， 次 の ７ つ の 表 外 字 は 学 術 用 語 集

機 械 工 学 編 １ ）の 規 定 よ っ て ，常 用 漢 字 と 同

様 の 使 い 方 が で き る ．  

【 表 外 字 の 例 外 】  

 煆 ， 砥 ， 靱 ， 脆 ， 舵 ， 冶 ， 沪  

 こ の 表 外 字 の 例 外 に よ っ て ， 砥 粒 加 ⼯ 学

会 誌 で は 砥 粒 の 「 砥 」 や 「 脆 弱 」 の 「 脆 」

は 表 外 字 で あ っ て も ， ル ビ 振 り ， 括 弧 書 き

の 必 要 は な い ．  

【 中 級 ル ー ル ４ 】  

 表 外 音 訓 漢 字 は ， 平 仮 名 表 記 せ よ ．  

 で は ， 常 用 漢 字 で あ れ ば ， ど の よ う な 表

記 も 許 さ れ る か と い え ば ， 図 ４ の よ う に ，

そ れ は 間 違 い だ ．  

 例 え ば ， 内 閣 告 示 の 常 用 漢 字 表 ２ ） で は ，

「 怪 我（ ケ ガ ）」の「 怪 」は「 カ イ ，あ や し

む ，あ や し い 」の 音 訓 し か 許 さ れ て い な い ．

こ の よ う に ， 常 用 漢 字 で あ っ て も ， 常 用 漢

字 表 に な い 音 訓 読 み の 漢 字 す な わ ち 「 表 外

音 訓 漢 字 」 は 平 仮 名 で 表 記 す べ き だ ．  

【 中 級 ル ー ル ５ 】  

 当 て 字 は ， 平 仮 名 表 記 せ よ ．  

 常 用 漢 字 表 の 音 訓 を 順 守 し て い て も ，「 当

て 字 」 は 技 術 文 章 に は 表 記 で き な い ．  

 例 え ば ，「 誤 魔 化 す ，閑 古 鳥 ，沢 山 」は そ

れ ぞ れ「 ゴ マ カ す ，カ ン コ ど り ，タ ク サ ン 」

の よ う に ， 常 用 漢 字 表 の 音 訓 ど お り の 表 記

を 順 守 し て い る が ， 漢 字 本 来 の 意 味 か ら 外

れ て い る た め ， 当 て 字 と 判 断 さ れ る ．  

 こ の よ う な ル ー ル の 煩 雑 さ か ら ， 初 心 者

が 表 外 字 ， 表 外 音 訓 漢 字 ， 当 て 字 を 辞 書 で

１ つ ず つ 確 認 し な が ら 技 術 文 章 を 作 成 す る

こ と は ， 現 実 的 に は 不 可 能 だ ろ う ．  

 本 講 で は ， 図 ５ の ワ ー プ ロ ソ フ ト の 文 章

校 正 機 能 で チ ェ ッ ク す る こ と を 推 奨 す る ．  

 図 ６ に ， 砥 粒 加 ⼯ 学 会 の 論 ⽂ ⽤ テ ン プ

図 ３  表 外 字 の 表 記 方 法  

図 ５  文 字 表 記 の チ ェ ッ ク  

図 ４  表 外 音 訓 漢 字  
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レ ー ト の Word で 具 体 的 な 設 定 方 法 を 示 す ．  

 ま ず ，「 文 章 校 正 の 詳 細 設 定 」の メ ニ ュ ー

を 開 い て ，「 当 て 字 」の 箇 所 を チ ェ ッ ク☑し ，

次 に 下 方 向 に ス ク ロ ー ル し て 漢 字 レ ベ ル を

「 常 用 漢 字 」 に 設 定 し ， さ ら に 「 常 用 漢 字

の 読 み 」 を チ ェ ッ ク☑す る ．  

 す る と ， 以 下 の 語 句 の よ う に ， 違 反 箇 所

に 波 線 （    ） が 施 さ れ る ．  

＜ 表 外 字 ＞ 切 り 屑 ， 誤 謬 ， 鋸 刃 ， 歪 み 計  

＜ 表 外 音 訓 漢 字 ＞ 活 か す ， 概 ね ， 却 っ て  

＜ 当 て 字 ＞ 怪 我 ， 流 ⽯ ， 誤 魔 化 す ， 沢 山  

 波 線 の 語 句 に カ ー ソ ル を 当 て て ， 文 章 校

正 を 確 認 す る と ， 違 反 箇 所 の 内 容 が 具 体 的

に 提 示 さ れ る の で ， 前 述 の ル ー ル に し た

が っ て ， 修 正 ・ 変 更 す れ ば よ い ．  

【 中 級 ル ー ル ６ 】  

 氏 名 は 本 人 の 表 記 ど お り に 書 く ．  

 氏 名 の 表 記 に 関 す る 誤 解 に 触 れ て お こ う ．

人 名 用 漢 字 が 常 用 漢 字 以 外 で 名 前 に 用 い る

こ と が 許 さ れ る 漢 字 で あ る か ら ， 氏 名 の 漢

字 は 常 用 漢 字 と 人 名 用 漢 字 だ け で 表 記 す べ

き だ と 思 っ て い る な ら ， そ れ は 間 違 い だ ．  

 人 名 用 漢 字 は ， こ れ か ら 出 生 届 を 提 出 す

る と き に 許 可 さ れ る 漢 字 で あ り ， 氏 名 が 確

定 し て い る 場 合 ， ど の よ う な 漢 字 で あ っ て

も ，そ の と お り に 表 記 し な け れ ば な ら な い ． 

 例 え ば ， 図 ７ の 濱 野 の 「 濱 」 は 常 用 漢 字

で も な く ， 人 名 用 漢 字 で も な い ． し か し ，

本 人 が 自 分 の 名 前 を 「 濱 野 」 と 表 記 し て い

れ ば ， 技 術 文 章 に は 「 濱 野 」 と 記 載 し な け

れ ば な ら な い ．  

 も っ と も ， 本 ⼈ が 旧 字 体 の 「 濱 野 」 は 不

便 な の で ，「 浜 野 」 の 表 記 を 希 望 す る 場 合 ，

新 字 体 の 「 浜 野 」 を 記 載 す る こ と に な る ．  

【 中 級 ル ー ル ７ 】  

 学 術 論 ⽂ で は ， ⻑ ⾳ 符 号 の 省 略 ル ー ル を

厳 守 せ よ ．  

 理 ⼯ 系 の 学 術 ⽤ 語 集 を 確 認 す る と ， カ タ

カ ナ 単 語 の 末 尾 の ⻑ ⾳ 符 号 「 ー 」 を 省 略

し な い
・ ・ ・

学 会 は ，次 の 10 学 会 だ け で あ っ た ．  

【 末 尾 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省 略 し な い 学 会 】  

 数 学 ，物 理 学 ，遺 伝 学 ，化 学 ，⼟ ⽊ ⼯ 学 ，

建 築 ， 分 光 学 ， 海 洋 学 ， 地 震 学 ， 天 文 学  

 当 然 ， 砥 粒 加 ⼯ 学 会 で は ， 末 尾 の ⻑ ⾳ 符

号 を 省 略 す る ． た だ し ， 単 純 に 全 て の 末 尾

の ⻑ ⾳ 符 号 を 削 除 す れ ば よ い の で は な い ．  

 図 ８ に ⻑ ⾳ 符 号 の 省 略 ル ー ル を ⽰ す ． 非

常 に 複 雑 な の で ，分 か り や す く 解 説 し よ う ． 

 (a)の 固 有 名 詞 は ，カ タ カ ナ 表 記 さ れ る 外

国 の 地 名 と ⼈ 名 が そ れ に 相 当 し ， 例 え ば ，

シ ャ ル ピ ー 衝 撃 試 験 機 ， フ ァ ラ デ ー 定 数 で

は 末 尾 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省 略 で き な い ．  

 (b)の 英 語 末 尾 が -gy， -py の 例 と し て ，   

エ ネ ル ギ ー （ energy ）， エ ン タ ル ピ ー

（ enthalpy）， エ ン ト ロ ピ ー （ entropy），

図 ７  氏 名 の 表 記 ル ー ル  
 図 ６  表 外 字 ， 表 外 音 訓 漢 字 ， 当 て 字  

の チ ェ ッ ク (Word2010) 
テ ク ノ ロ ジ ー （ technology）， ト ラ イ ボ ロ

ジ ー （ triborogy） の 場 合 は 省 略 で き な い ． 

 (c)の カ タ カ ナ 単 語 の 音 節 は ，末 尾 の ⻑ ⾳

符 号 を 除 い た 文 字 数 で 数 え る の が 決 ま り で

あ る ． そ の と き ， 単 語 途 中 の ⻑ ⾳ 符 号 な ら

び に 撥 音（ は つ お ん ）の「 ン 」と 促 音 の「 ッ 」

は 1 音 節 と す る ．し か し ，拗 音（ よ う お ん ）

の 「 ャ ， ュ ， ョ 」 は 1 音 節 と は し な い ．  

 こ の 音 節 の 数 え 方 で ， カ タ カ ナ 単 語 の 音

節 が ３ 音 節 以 上 に な っ た と き ， 末 尾 の ⻑ ⾳

符 号 は 省 略 で き る ．  

 以 上 の ル ー ル か ら ，図 ９ の「 シ ャ ッ タ ー 」

は 「 シ ャ ッ タ
・  ・ ・

ー 」 だ か ら ３ 音 節 な の で ， 末

尾 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省 略 し ，「 シ ャ ッ タ 」と な る ． 

 だ が ， こ の 省 略 ル ー ル に は 例 外 が あ る ．

例 え ば ， 船 の 「 タ ン カ ー 」 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省

略 す る と ， 傷 病 人 を 運 ぶ 「 タ ン カ 」 に な っ

て し ま う た め ， 省 略 で き な い ．  

 以 上 か ら ， カ タ カ ナ 単 語 の 表 記 は 最 終 的

に は 学 術 用 語 集 で 確 認 す べ き だ ろ う ．  

２．前講課題の解答  
 
 流石 に用意周到な 濱本 論文では，切

り 屑 の被削材への巻き込みによる表面

粗さの悪化と同時に，作業者の 怪我 の

可能性にも触れている． 然し ，肝心の

シュミレーション 解析では切削 エネル

ギ の計算に 誤謬 が存在するように判断

される． 従って ， 浜本 論文ではこの箇

所の修正が不可欠である． 

 次 の ９ つ の 間 違 い が 理 解 で き な い 場 合 ，

本 講 の 該 当 箇 所 を 再 学 習 い た だ き た い ．  

(1) 流 ⽯ → さ す が（ 表 外 音 訓 漢 字 の 当 て 字 ） 

(2) 濱 本 ， 浜 本 （ 氏 名 の 表 記 ル ー ル ）  

(3) 切 り 屑 → 切 り く ず （ 表 外 字 ）  

(4) 怪 我 → け が （ 表 外 音 訓 漢 字 の 当 て 字 ）  

(5) 然 し → し か し（ 表 外 音 訓 漢 字 ，接 続 詞 ） 

(6) シ ュ ミ レ ー シ ョ ン → シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

   （ 誤  字 ）  

(7) エ ネ ル ギ → エ ネ ル ギ ー （ ⻑ ⾳ 符 号 ）  

(8) 誤 謬 → 誤 謬 （ ご び ゅ う ）（ 表 外 字 ）  

(9) 従 っ て → し た が っ て （ 接 続 詞 ）  

３．次講のための予習課題  
 読 者 に 論 ⽂ 内 容 を 理 解 さ せ る と い う 観 点

か ら ， 次 の 技 術 文 章 の 問 題 点 を 指 摘 せ よ ．  
 
 石英ガラスやプラスチックの線材で，

中心部から周辺部までの屈折率を連続

的に変化させ，かつ周辺部の屈折率を大

きくすることで，光信号を中心部へ集め

るものが図６の光ファイバである． 

４．参考文献 
1)  日 本 機 械 学 会 ：学 術 用 語 集  機 械 工 学 編 （増 訂 版 ），

丸善 ,  ( 198 5)．  
2 )  常用 漢 字表，内閣 告 示第 2 号，（2010）．  図 ９  音 節 の 数 え 方  

図 ８  ⻑ ⾳ 符 号 の 省 略 ル ー ル  
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レ ー ト の Word で 具 体 的 な 設 定 方 法 を 示 す ．  

 ま ず ，「 文 章 校 正 の 詳 細 設 定 」の メ ニ ュ ー

を 開 い て ，「 当 て 字 」の 箇 所 を チ ェ ッ ク☑し ，

次 に 下 方 向 に ス ク ロ ー ル し て 漢 字 レ ベ ル を

「 常 用 漢 字 」 に 設 定 し ， さ ら に 「 常 用 漢 字

の 読 み 」 を チ ェ ッ ク☑す る ．  

 す る と ， 以 下 の 語 句 の よ う に ， 違 反 箇 所

に 波 線 （    ） が 施 さ れ る ．  

＜ 表 外 字 ＞ 切 り 屑 ， 誤 謬 ， 鋸 刃 ， 歪 み 計  

＜ 表 外 音 訓 漢 字 ＞ 活 か す ， 概 ね ， 却 っ て  

＜ 当 て 字 ＞ 怪 我 ， 流 ⽯ ， 誤 魔 化 す ， 沢 山  

 波 線 の 語 句 に カ ー ソ ル を 当 て て ， 文 章 校

正 を 確 認 す る と ， 違 反 箇 所 の 内 容 が 具 体 的

に 提 示 さ れ る の で ， 前 述 の ル ー ル に し た

が っ て ， 修 正 ・ 変 更 す れ ば よ い ．  

【 中 級 ル ー ル ６ 】  

 氏 名 は 本 人 の 表 記 ど お り に 書 く ．  

 氏 名 の 表 記 に 関 す る 誤 解 に 触 れ て お こ う ．

人 名 用 漢 字 が 常 用 漢 字 以 外 で 名 前 に 用 い る

こ と が 許 さ れ る 漢 字 で あ る か ら ， 氏 名 の 漢

字 は 常 用 漢 字 と 人 名 用 漢 字 だ け で 表 記 す べ

き だ と 思 っ て い る な ら ， そ れ は 間 違 い だ ．  

 人 名 用 漢 字 は ， こ れ か ら 出 生 届 を 提 出 す

る と き に 許 可 さ れ る 漢 字 で あ り ， 氏 名 が 確

定 し て い る 場 合 ， ど の よ う な 漢 字 で あ っ て

も ，そ の と お り に 表 記 し な け れ ば な ら な い ． 

 例 え ば ， 図 ７ の 濱 野 の 「 濱 」 は 常 用 漢 字

で も な く ， 人 名 用 漢 字 で も な い ． し か し ，

本 人 が 自 分 の 名 前 を 「 濱 野 」 と 表 記 し て い

れ ば ， 技 術 文 章 に は 「 濱 野 」 と 記 載 し な け

れ ば な ら な い ．  

 も っ と も ， 本 ⼈ が 旧 字 体 の 「 濱 野 」 は 不

便 な の で ，「 浜 野 」 の 表 記 を 希 望 す る 場 合 ，

新 字 体 の 「 浜 野 」 を 記 載 す る こ と に な る ．  

【 中 級 ル ー ル ７ 】  

 学 術 論 ⽂ で は ， ⻑ ⾳ 符 号 の 省 略 ル ー ル を

厳 守 せ よ ．  

 理 ⼯ 系 の 学 術 ⽤ 語 集 を 確 認 す る と ， カ タ

カ ナ 単 語 の 末 尾 の ⻑ ⾳ 符 号 「 ー 」 を 省 略

し な い
・ ・ ・

学 会 は ，次 の 10 学 会 だ け で あ っ た ．  

【 末 尾 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省 略 し な い 学 会 】  

 数 学 ，物 理 学 ，遺 伝 学 ，化 学 ，⼟ ⽊ ⼯ 学 ，

建 築 ， 分 光 学 ， 海 洋 学 ， 地 震 学 ， 天 文 学  

 当 然 ， 砥 粒 加 ⼯ 学 会 で は ， 末 尾 の ⻑ ⾳ 符

号 を 省 略 す る ． た だ し ， 単 純 に 全 て の 末 尾

の ⻑ ⾳ 符 号 を 削 除 す れ ば よ い の で は な い ．  

 図 ８ に ⻑ ⾳ 符 号 の 省 略 ル ー ル を ⽰ す ． 非

常 に 複 雑 な の で ，分 か り や す く 解 説 し よ う ． 

 (a)の 固 有 名 詞 は ，カ タ カ ナ 表 記 さ れ る 外

国 の 地 名 と ⼈ 名 が そ れ に 相 当 し ， 例 え ば ，

シ ャ ル ピ ー 衝 撃 試 験 機 ， フ ァ ラ デ ー 定 数 で

は 末 尾 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省 略 で き な い ．  

 (b)の 英 語 末 尾 が -gy， -py の 例 と し て ，   

エ ネ ル ギ ー （ energy ）， エ ン タ ル ピ ー

（ enthalpy）， エ ン ト ロ ピ ー （ entropy），

図 ７  氏 名 の 表 記 ル ー ル  
 図 ６  表 外 字 ， 表 外 音 訓 漢 字 ， 当 て 字  

の チ ェ ッ ク (Word2010) 
テ ク ノ ロ ジ ー （ technology）， ト ラ イ ボ ロ

ジ ー （ triborogy） の 場 合 は 省 略 で き な い ． 

 (c)の カ タ カ ナ 単 語 の 音 節 は ，末 尾 の ⻑ ⾳

符 号 を 除 い た 文 字 数 で 数 え る の が 決 ま り で

あ る ． そ の と き ， 単 語 途 中 の ⻑ ⾳ 符 号 な ら

び に 撥 音（ は つ お ん ）の「 ン 」と 促 音 の「 ッ 」

は 1 音 節 と す る ．し か し ，拗 音（ よ う お ん ）

の 「 ャ ， ュ ， ョ 」 は 1 音 節 と は し な い ．  

 こ の 音 節 の 数 え 方 で ， カ タ カ ナ 単 語 の 音

節 が ３ 音 節 以 上 に な っ た と き ， 末 尾 の ⻑ ⾳

符 号 は 省 略 で き る ．  

 以 上 の ル ー ル か ら ，図 ９ の「 シ ャ ッ タ ー 」

は 「 シ ャ ッ タ
・  ・ ・

ー 」 だ か ら ３ 音 節 な の で ， 末

尾 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省 略 し ，「 シ ャ ッ タ 」と な る ． 

 だ が ， こ の 省 略 ル ー ル に は 例 外 が あ る ．

例 え ば ， 船 の 「 タ ン カ ー 」 の ⻑ ⾳ 符 号 を 省

略 す る と ， 傷 病 人 を 運 ぶ 「 タ ン カ 」 に な っ

て し ま う た め ， 省 略 で き な い ．  

 以 上 か ら ， カ タ カ ナ 単 語 の 表 記 は 最 終 的

に は 学 術 用 語 集 で 確 認 す べ き だ ろ う ．  

２．前講課題の解答  
 
 流石 に用意周到な 濱本 論文では，切

り 屑 の被削材への巻き込みによる表面

粗さの悪化と同時に，作業者の 怪我 の

可能性にも触れている． 然し ，肝心の

シュミレーション 解析では切削 エネル

ギ の計算に 誤謬 が存在するように判断

される． 従って ， 浜本 論文ではこの箇

所の修正が不可欠である． 

 次 の ９ つ の 間 違 い が 理 解 で き な い 場 合 ，

本 講 の 該 当 箇 所 を 再 学 習 い た だ き た い ．  

(1) 流 ⽯ → さ す が（ 表 外 音 訓 漢 字 の 当 て 字 ） 

(2) 濱 本 ， 浜 本 （ 氏 名 の 表 記 ル ー ル ）  

(3) 切 り 屑 → 切 り く ず （ 表 外 字 ）  

(4) 怪 我 → け が （ 表 外 音 訓 漢 字 の 当 て 字 ）  

(5) 然 し → し か し（ 表 外 音 訓 漢 字 ，接 続 詞 ） 

(6) シ ュ ミ レ ー シ ョ ン → シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

   （ 誤  字 ）  

(7) エ ネ ル ギ → エ ネ ル ギ ー （ ⻑ ⾳ 符 号 ）  

(8) 誤 謬 → 誤 謬 （ ご び ゅ う ）（ 表 外 字 ）  

(9) 従 っ て → し た が っ て （ 接 続 詞 ）  

３．次講のための予習課題  
 読 者 に 論 ⽂ 内 容 を 理 解 さ せ る と い う 観 点

か ら ， 次 の 技 術 文 章 の 問 題 点 を 指 摘 せ よ ．  
 
 石英ガラスやプラスチックの線材で，

中心部から周辺部までの屈折率を連続

的に変化させ，かつ周辺部の屈折率を大

きくすることで，光信号を中心部へ集め

るものが図６の光ファイバである． 
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